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【方法】近畿北陸気道疾患研究会参加 9 施設に通院中で 4 年以上 ICS 治療を受けて
いる喘息患者から登録された適格例 224 名 (平均年齢 62.3 歳)を対象とした。ICS 治
療開始後 1 年以上経過した時点から登録時または登録後最長 1 年までの安定期に測定
した FEV1の経年変化量(ΔFEV1)を最小 2 乗法で算出した(平均測定回数 16.2 回、観
察期間 8 年)。ΔFEV1が-30 mL/年以上の患者を rapid decliner（n = 52、23％、平均
ΔFEV1 -51.8 mL/年）と定義した。登録時に血清ペリオスチンを含むバイオマーカー




清ペリオスチン値を健常人 66 名（男性 40 名、平均年齢 60.7 歳）と比較した。 
【結果】平均血清ペリオスチン値は 92.8 ng/mL で、健常人（39.4 ng/mL）と比し
有意に高値で、RCC 曲線ではカットオフ値を 95.0 ng/mL に設定したとき高い特異度
が得られた。血清ペリオスチン値は末梢血好酸球比率、血清総 IgE 値と正の相関を認
めた。平均ΔFEV1は-7.8 mL/年であり、血清ペリオスチン高値（≥ 95.0 ng/mL）の
みが FEV1の経年低下進行の寄与因子であった。また、血清ペリオスチン高値は最重
症例、既喫煙歴（但し、10 pack-years 以下）とともに rapid decliner の寄与因子で
あった。さらに、POSTN遺伝子多型は 5`UTR領域に存在する一塩基多型（rs3829365）
が喘息患者の血清ペリオスチン値と、C 末端領域のイントロンに存在する一塩基多型
（rs9603226）が rapid decliner の頻度に関係した。 
【結語】血清ペリオスチン値は ICS 治療下喘息例の気流閉塞の進行を反映する有用
なバイオマーカーとなりうることが示唆される。また、血清ペリオスチンの測定や






















  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成２６年１２月８日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
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